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安
倍
政
権
は
、
安
保
法
制

を
衆
議
院
で
強
行
採
決
し
、

９
月
27
日
ま
で
の
会
期
中
に

成
立
を
ね
ら
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
参
議
院
で
60
日
以
内

に
採
決
さ
れ
な
い
場
合
に
法

案
は
自
然
成
立
す
る
の
で
は

な
く
、
衆
議
院
で
３
分
の
２

以
上
の
多
数
に
よ
る
再
可
決

が
必
要
と
な
る
。

　

し
か
し
、
強
行
採
決
後
の

世
論
調
査
で
は
、
61
〜
62
％

が
法
案
に
反
対
の
態
度
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ

は
、
安
倍
政
権
が
弁
解
す
る

　

臨
床
・
学
術
部
は
「
口
の

健
康
は
命
の
源
〜
口
腔
ケ
ア

で
肺
炎
予
防
」
を
テ
ー
マ
に

生
涯
研
修
講
座
を
７
月
12

日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い

た
。
講
師
は
、
大
阪
医
科
大

学
看
護
学
部
教
授
の
道
重
文

子
氏
。
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
ら

48
人
が
参
加
し
た
。

　

２
０
１
３
年
の
死
因
で
肺

炎
は
３
位
で
あ
る
。
し
か
し

90
歳
代
に
な
る
と
死
因
の
１

位
と
な
る
。
誤
燕
性
肺
炎
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
呼

吸
器
学
会
で
は
医
療
・
介
護

関
連
性
肺
炎
（
Ｎ
Ｈ
Ａ
Ｐ
）

と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
設
け

と
な
る
。
病
院
か
ら
在
宅
へ

の
流
れ
の
中
、
多
職
種
連
携

の
下
、
口
腔
ケ
ア
よ
り
広
義

の
口
腔
管
理
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

急
性
期
↓
回
復
期
↓
慢
性

期
↓
終
末
期
の
各
ス
テ
ー
ジ

に
お
い
て
医
師
、
歯
科
医

師
、
看
護
師
、
歯
科
衛
生

士
、
栄
養
士
、
セ
ラ
ピ
ス

ト
、
介
護
士
な
ど
の
職
種
間

連
携
が
必
要
と
な
る
。

　

最
後
に
看
護
師
、
介
護
士

の
口
腔
ア
セ
ス
メ
ン
ト
能
力

に
不
安
を
持
っ
て
い
る
、
歯

科
に
は
手
順
、
方
法
で
は
な

く
理
論
や
根
拠
を
教
え
て
ほ

し
い
。
ま
た
歯
科
に
は
、
全

身
状
態
、
医
療
機
器
・
器
具

に
つ
い
て
知
識
を
得
て
、
短

時
間
で
効
果
的
な
ケ
ア
を
医

科
と
共
有
し
て
ほ
し
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。

 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

　

国
の
社
会
保
障
制
度
「
改

革
」
に
よ
っ
て
、
患
者
が
病

院
か
ら
施
設
、
施
設
か
ら
居

宅
へ
の
流
れ
が
強
め
ら
れ
る

な
か
、
協
会
は
歯
科
訪
問
診

会
堂
で
行
わ
れ
、
１
５
０
人

を
こ
え
る
原
告
・
支
援
者
が

参
加
し
た
。

　

次
回
、
第
３
回
期
日
は
10

月
19
日
午
後
３
時
か
ら
開
か

れ
る
予
定
。

療
車
両
の
「
駐
車
禁
止
の
規

制
等
の
対
象
か
ら
除
く
車
両

指
定
の
個
人
へ
の
交
付
」
を

求
め
て
７
月
22
日
、
大
阪
府

警
察
本
部
へ
要
請
し
た
。

　

要
請
は
、
重
い
ユ
ニ
ッ
ト

な
ど
の
器
材
を
患
家
に
搬
送

し
て
治
療
す
る
と
い
う
歯
科

の
特
徴
を
述
べ
、
訪
問
の
実

態
に
そ
ぐ
わ
な
い
許
可
証
で

は
な
く
、
駐
車
禁
止
除
外
指

定
車
標
章
の
発
行
が
可
能
な

大
阪
府
道
路
交
通
規
則
の
改

正
を
求
め
た
。

　

府
道
交
規
則
改
正
の
具
体

案
と
し
て
、
兵
庫
県
の
「
歯

科
医
師
が
往
診
等
の
た
め
往

診
歯
科
診
療
器
材
を
搭
載

し
、
又
は
携
帯
用
往
診
歯
科

診
療
器
材
を
搬
送
し
て
い
る

車
両
で
駐
車
禁
止
除
外
車
標

章
を
掲
示
し
て
い
る
も
の
」

の
よ
う
に
改
め
、
同
措
置
の

範
囲
を
当
該
医
療
機
関
を
中

心
と
す
る
半
径
16
㌔
圏
域
と

す
る
よ
う
、
案
を
示
し
た
。

で
の
半
生
や
基
準
引
き
下
げ

に
よ
っ
て
極
限
ま
で
切
り
つ

め
て
い
る
生
活
実
態
を
告

白
。「
ど
う
し
て
一
番
弱
い

も
の
か
ら
先
に
削
ら
れ
て
い

く
の
か
」
と
訴
え
た
。

　

弁
護
団
の
楠
晋
一
弁
護
士

は
、
今
回
の
訴
訟
が
国
際
人

権
訴
訟
で
も
あ
る
と
主
張
。

基
準
引
き
下
げ
は
、
生
存
権

保
障
の
縮
小
を
禁
じ
た
社
会

権
規
約
に
反
す
る
と
指
摘
し

た
。
そ
の
上
で
、
裁
判
所
に

対
し
世
界
に
恥
じ
な
い
判
決

を
下
す
こ
と
を
強
く
求
め

た
。
同
規
約
は
国
連
総
会
で

採
択
さ
れ
た
国
際
人
権
規
約

の
一
つ
で
、
日
本
は
１
９
７

９
年
に
批
准
し
て
い
る
。

　

期
日
後
は
、
協
会
も
事
務

局
団
体
と
し
て
参
加
す
る

「
生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ

違
憲
訴
訟
を
支
え
る
大
阪
の

会
」
の
報
告
集
会
が
中
央
公

　

国
が
２
０
１
３
年
８
月
か

ら
生
活
保
護
基
準
を
引
き
下

げ
た
の
は
憲
法
25
条
に
反
す

る
と
し
て
、
大
阪
府
内
の
受

給
者
51
人
が
国
と
13
市
に
引

き
下
げ
の
取
り
消
し
を
求
め

て
14
年
12
月
に
提
訴
し
た
裁

判
の
第
２
回
期
日
が
、
７
月

６
日
に
大
阪
地
裁
で
開
か
れ

た
。

　

法
廷
で
は
原
告
２
人
が
意

見
陳
述
し
、
受
給
に
至
る
ま

ら
れ
た
。

　

誤
燕
性
肺
炎
は
再
発
を
繰

り
返
す
こ
と
が
多
く
耐
性
菌

が
発
生
し
治
療
困
難
に
な
り

や
す
い
。
口
腔
ケ
ア
に
よ
り

誤
嚥
性
肺
炎
を
削
減
で
き
る

と
い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
が
確
立

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
現
場

で
口
腔
ケ
ア
を
実
施
し
て
い

る
看
護
職
、
介
護
職
の
方
々

は
自
分
が
行
う
口
腔
清
掃
が

不
十
分
と
感
じ
、
技
術
面
の

不
安
を
感
じ
て
い
る
と
い
う

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
あ
る
。

　

大
阪
医
科
大
学
看
護
学
部

で
は
、
学
生
に
口
腔
ケ
ア
の

現
場
を
体
験
さ
せ
る
よ
う
に

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
今
後
、
医
科
、
歯
科
、

介
護
職
の
チ
ー
ム
医
療
が
必

要
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

口
腔
ケ
ア
に
は
周
術
期
口

腔
管
理
の
よ
う
な
口
腔
衛
生

管
理
に
加
え
、
術
後
の
摂

食
、
咀
嚼
、
嚥
下
、
唾
液
な

ど
口
腔
機
能
の
回
復
も
必
要

参
加
す
る
安
保
法
制
の
問
題

点
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
安
倍
政
権
に
対

す
る
支
持
率
は
35
〜
37
％
へ

と
減
少
し
、
不
支
持
は
50
％

を
超
え
て
い
る
。
安
倍
政
権

に
よ
り
日
米
同
盟
を
強
化
し

て
抑
止
力
を
高
め
、
軍
備
拡

張
を
進
め
て
い
る
中
国
な
ど

の
脅
威
に
対
抗
す
る
と
い

う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
武

力
に
は
武
力
で
と
軍
拡
競
争

を
あ
お
り
、
一
触
即
発
の
事

憲
章
や
東
南
ア
ジ
ア
平
和
友

好
条
約
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
な
ど
国

際
平
和
の
実
現
を
目
指
す
世

界
の
流
れ
に
も
反
す
る
も
の

で
あ
る
。◎　

　

◎

不
可
欠
な
秘
密
保
護
法
を
成

立
さ
せ
た
う
え
、
オ
ス
プ
レ

イ
や
水
陸
両
用
車
両
等
の
導

入
を
決
め
、
15
年
度
予
算
で

４
兆
９
８
０
０
億
円
と
い
う

史
上
最
高
の
防
衛
費
を
確
保

す
る
な
ど
、
戦
争
す
る
国
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。
他
方

で
、
国
民
に
は
医
療
費
や
福

法
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
平

和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権

利
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活

を
営
む
権
利
を
実
現
す
る
た

め
に
も
、
国
民
的
運
動
を
大

き
く
広
げ
、
安
保
法
制
を
廃

案
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

 
（
お
わ
り
）

の
支
持
基
盤
を
揺
り
動
か

し
、
法
案
を
廃
案
に
追
い
込

む
可
能
性
を
示
す
も
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

◎　
　

◎

　

安
倍
政
権
は
、
安
保
法
制

態
を
招
き
か
ね
な
い
。
侵
略

戦
争
の
反
省
の
う
え
に
立

ち
、
軍
隊
を
持
た
ず
戦
争
を

放
棄
す
る
と
し
た
日
本
国
憲

法
の
め
ざ
す
道
に
逆
行
す

る
。
武
力
に
よ
ら
な
い
紛
争

解
決
を
確
認
し
て
い
る
国
連

　

と
こ
ろ
が
、
安
倍
政
権

は
、
安
保
法
制
に
先
行
し

て
、
２
０
１
３
年
に
は
戦
争

す
る
た
め
の
司
令
塔
と
し
て

国
家
安
全
保
障
会
議
（
日
本

版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）
の
設
置
法
、
戦

争
す
る
た
め
の
情
報
管
理
に

よ
う
に
国
民
に

理
解
さ
れ
て
い

な
い
か
ら
で
は

な
く
、
逆
に
、

憲
法
に
明
確
に

違
反
し
、
殺
し

祉
の
負
担
増
な
ど

犠
牲
が
強
い
ら
れ

て
い
る
。
安
保
法

制
は
、
軍
事
を
優

先
し
国
民
生
活
を

犠
牲
に
す
る
政
治

を
い
っ
そ
う
進
め

る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
戦

争
へ
の
道
を
き
っ

ぱ
り
拒
否
し
、
憲

殺
さ
れ
る
海
外
で
の
戦
争
に

極
限
ま
で
切
り
詰
め
た
実
態
を
告
白

府
道
交
規
則
の
改
正
求
め
る

必要性高まる多職種連携

「
な
ぜ
弱
い
者
か
ら
削
る
の
か
」

大
阪
府
警
に
要
請

口腔ケアで肺炎予防

生活保護基準
引き下げ訴訟

訪問車の
駐禁除外

７月度生涯研修講座

基基  

軸軸
安
保
法
制
を

安
保
法
制
を

斬
る
斬
る

❺❺

憲
法
会
議
代
表
幹
事
・
弁
護
士　

吉
田
健
一

憲
法
会
議
代
表
幹
事
・
弁
護
士　

吉
田
健
一 法

案
に
自
然
成
立
は
な
い

安
倍
政
権
追
い
込
み
廃
案
に

「日本と原発」上映会
安保法案の廃案を求める声が
日を追うごとに高まっている

多職種連携による口腔管理
の必要性を訴える道重文子
氏＝７月12日、Ｍ＆Ｄホール

　原発の不合理を解き明かすドキュ
メンタリー映画「日本と原発」の上
映会が下記の通り開かれます。鑑賞
希望者は協会事務局までお申し込み
ください。

日時：８月29日（土）
　　　①14：00～16：15
　　　②18：00～20：15
会場： グリーン会館（大阪市北区天

神橋１丁目13-15）
定員：140人（完全予約制）
会費：予約券1000円


